
大
手
４
社
の

商
品
開
発
責
任
者
に
聞
く
！

│
ラ
イ
バ
ル
に
負
け
な
い
商
品
戦
略
│

特集
人
生
１
０
０
年
時
代
の
生
保
リ
テ
ー
ル
戦
略

今
年
度
の
保
険
料
率
改
定
で
は
、

定
期
保
険
や
三
大
疾
病
保
険
な
ど

の
保
障
性
商
品
に
お
い
て
、
す
べ

て
の
顧
客
の
保
険
料
を
引
き
下
げ

た
。
長
寿
生
存
保
険
「
グ
ラ
ン
エ

イ
ジ
」
や
不
妊
治
療
保
険
「
シ
ュ

シ
ュ
」
な
ど
、
業
界
初
の
革
新
的

商
品
を
抜
き
ん
で
た
顧
客
基
盤
に

投
入
し
、
市
場
を
切
り
拓
く
。
健

康
増
進
型
商
品
で
は
よ
り
柔
軟
に

対
応
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
面
を
重
視

・
強
化
す
る
。
国
内
４
生
保
体
制

を
築
き
、
フ
ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の

商
品
提
供
に
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
。

　
　

標
準
生
命
表
の
改
定
に
伴
う

対
応
と
し
て
、
か
な
り
踏
み
込
ん
だ

保
険
料
の
引
下
げ
を
行
っ
た

定
期
保
険
や
三
大
疾
病
保
険
な
ど

ト
ン
チ
ン
年
金
で

市
場
を
開
拓

生命保険会社にとって国内リテール事業は屋台骨であ
る。そこでの商品開発において、顧客ニーズをつかみ
損ねることは、大幅な後れを取ることに直結する。長
引く超低金利や人口減少など厳しい外部環境に直面す
る中、どれだけ顧客満足度の高い商品を提供できるか
が今後の業績を左右する。大手４社がしのぎを削る商
品戦略について、本誌連載「保険の目のつけどころ」
を担当するファイナンシャル・プランナーの竹下さく
ら氏が、各商品開発責任者に聞いた（編集部）。

超
低
金
利
下
で
も
フ
ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で

顧
客
ニ
ー
ズ
を
捕
捉

【
日
本
生
命
】

日
本
生
命
保
険

商
品
開
発
部
長

　鹿
島 

紳
一
郎

の
保
障
性
商
品
に
お
い
て
、
２
０
１

８
年
４
月
以
降
の
新
規
加
入
者
（
７

月
以
降
に
契
約
更
新
す
る
場
合
も
）

に
対
す
る
保
険
料
の
引
下
げ
を
行
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
保
険
金
額
２
０

０
０
万
円
の
10
年
定
期
だ
と
、
30
歳

男
性
で
▲
８
・
５
％
、
40
歳
男
性
で

▲
12
・
０
％
、
50
歳
男
性
で
▲
18
・

７
％
と
い
っ
た
水
準
だ
。
既
契
約
者

対
応
に
お
い
て
も
、「
み
ら
い
の
カ
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背
景
に
金
融
庁
の
立
入
検
査

　

金
融
庁
が
６
月
上
旬
、
福
島
銀
行
に
対
し
て
業

務
改
善
命
令
を
発
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

同
行
は
２
０
１
８
年
３
月
期
決
算
（
連
結
）
で
、

店
舗
の
減
損
処
理
や
保
有
有
価
証
券
の
ロ
ス
カ
ッ

ト
な
ど
に
よ
っ
て
31
億
２
０
０
０
万
円
の
最
終
赤

字
を
計
上
（
前
期
は
12
億
円
の
黒
字
）。
日
銀
出

身
の
森
川
英
治
社
長
が
引
責
辞
任
し
、
後
任
に
東

邦
銀
行
の
加
藤
容
啓
元
専
務
（
現
と
う
ほ
う
証
券

社
長
）
が
就
任
、
常
務
執
行
役
員
に
は
東
邦
銀
行

の
現
役
の
執
行
役
員
で
あ
る
宮
下
恵
洋
氏
を
招
い

た
。
地
元
出
身
の
外
部
・
若
手
人
材
を
積
極
的
に

経
営
陣
に
登
用
す
る
こ
と
で
、
経
営
の
立
て
直
し

を
急
ぐ
。
ま
た
、
店
舗
・
人
員
配
置
な
ど
の
抜
本

的
な
見
直
し
に
よ
っ
て
経
費
を
大
幅
に
削
減
す
る

方
針
だ
（
具
体
策
は
９
月
に
発
表
）。

　

一
方
、
業
務
改
善
命
令
は
発
出
さ
れ
て
い
な
い

が
、
２
期
連
続
で
コ
ア
業
務
純
益
が
赤
字
と
な
っ

た
島
根
銀
行
も
６
月
１
日
、
今
年
10
月
に
34
店
舗

中
８
店
舗
を
効
率
化
し
、
収
益
力
の
回
復
に
取
り

組
む
こ
と
を
発
表
し
た
。
旧
大
蔵
省
出
身
で
03
年

か
ら
11
年
間
頭
取
を
務
め
、
現
在
も
取
締
役
相
談

役
と
し
て
影
響
力
を
持
つ
田
頭
基
典
氏
は
非
常
勤

の
相
談
役
に
退
く
。

　

福
島
銀
行
と
島
根
銀
行
に
共
通
し
て
い
る
点
は
、

同
時
期
に
金
融
庁
の
立
入
検
査
が
実
施
さ
れ
た
こ

と
だ
。
金
融
庁
は
昨
年
秋
以
降
、
収
益
力
に
課
題

を
抱
え
る
地
域
銀
行
に
対
し
て
、
持
続
可
能
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
検
証
す
る
立
入
検
査
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
検
査
が
真
っ
先
に
入
っ
た
の

が
福
島
銀
行
、
島
根
銀
行
、
長
野
銀
行
の
第
二
地

銀
３
行
。
島
根
銀
行
に
業
務
改
善
命
令
が
発
出
さ

れ
な
か
っ
た
の
は
、
有
価
証
券
売
却
益
の
計
上
な

ど
に
よ
っ
て
６
億
３
３
０
０
万
円
の
最
終
黒
字

（
前
期
比
38
・
５
％
減
）
を
確
保
で
き
て
い
る
か

ら
だ
ろ
う
。

　

金
融
庁
の
立
入
検
査
は
そ
の
後
、
ほ
か
の
地
域

銀
行
で
も
相
次
い
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
島
根
銀
行
の
よ
う
に
業
務
改
善
命
令
が
発
出

さ
れ
な
く
て
も
、
立
入
検
査
後
に
店
舗
削
減
な
ど

経
営
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
地
域
銀
行
が
増
え
て

い
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
「
金
融
庁
検
査
に
よ
っ
て
経
営
ト
ッ
プ
が

交
代
し
た
某
第
二
地
銀
に
も
業
務
改
善
命
令
が
発

出
さ
れ
る
」（
関
係
者
）
こ
と
が
有
力
視
さ
れ
て

い
る
。

「
金
融
育
成
庁
」
路
線
か
ら
の

方
針
転
換

　

銀
行
法
に
基
づ
く
業
務
改
善
命
令
の
発
出
は
、

監
督
指
針
で
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
係
る
も
の

に
つ
い
て
は
原
則
公
表
し
、
財
務
に
係
る
も
の
に

つ
い
て
は
原
則
非
公
表
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

業
績
低
迷
な
ど
を
理
由
に
発
出
す
る
業
務
改
善
命

令
が
非
公
表
扱
い
な
の
は
、
金
融
機
関
の
健
全
性

を
一
段
と
低
下
さ
せ
る
副
作
用
を
避
け
る
た
め
だ
。

福
島
銀
行
に
対
す
る
業
務
改
善
命
令
も
非
公
表
だ

っ
た
。

　

店
舗
削
減
な
ど
を
迫
る
金
融
庁
の
立
入
検
査
や

福
島
銀
行
へ
の
業
務
改
善
命
令
を
受
け
て
、
あ
る

金
融
庁
幹
部
は
「（
金
融
庁
が
）
従
来
の
〝
金
融

育
成
庁
〞
路
線
か
ら
方
針
転
換
し
た
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
」
と
話
す
。
同
幹
部
に
よ
る
と
、「
昨

事
務
年
度
ま
で
は
銀
行
法
24
条
に
基
づ
き
報
告
徴

求
命
令
を
求
め
て
も
、
報
告
の
受
理
後
、
金
融
機

関
の
自
助
努
力
を
促
す
た
め
命
令
は
極
力
打
た
な

い
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
」
と
言
う
。
実
際
、
金
融
庁

２
０
１
８
年
３
月
期
決
算
を
受
け
て
地
域
銀
行
の
業
績
不
振
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
中
、
金
融
庁

が
福
島
銀
行
に
業
務
改
善
命
令
を
発
出
し
て
い
た
こ
と
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
背

景
に
は
、
持
続
可
能
性
を
検
証
す
る
金
融
庁
の
立
入
検
査
が
あ
り
、
同
様
の
検
査
を
受
け
て
い

る
ほ
か
の
地
銀
、
第
二
地
銀
に
対
し
て
も
業
務
改
善
命
令
が
発
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ

ら
に
、金
融
庁
は
定
量
的
な
情
報
を
も
と
に
各
行
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
お
り
、健

全
性
に
問
題
の
あ
る
地
域
金
融
機
関
と
の
対
話
を
深
め
て
い
く
考
え
だ
。

地
域
金
融
機
関
に
迫
る

非
公
表
の
業
務
改
善
命
令
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会社想定線の水準を確保、
次年度もガイダンスは保守

野村証券 エクイティ・リサーチ部 アナリスト　坂巻 成彦

厳
し
い
環
境
に
備
え 

保
守
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス

２
０
１
８
年
３
月
期
は
各
行
の
計

画
対
比
で
は
、
親
会
社
株
主
利
益
で

統
合
行
を
除
く
85
行
中
67
行
が
上
振

れ
し
た
。
17
年
３
月
期
に
続
い
て
国

債
等
関
係
損
益
が
最
終
損
益
に
影
響

を
与
え
た
。
一
部
で
は
株
式
の
益
出

し
で
補
う
動
き
も
見
ら
れ
た
が
、
本

業
で
あ
る
コ
ア
業
務
純
益
段
階
で
は

好
調
だ
っ
た
銀
行
も
、
国
債
等
関
係

損
益
で
利
益
が
押
し
下
げ
ら
れ
て
い

る
。
一
部
の
銀
行
で
は
収
益
基
盤
の

弱
さ
が
表
れ
、
業
務
純
益
（
コ
ア
お

よ
び
実
質
業
務
純
益
を
含
む
）
で
は

４
行
が
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
18
年
３
月
期
決
算
の

ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
店
舗
に
関
連
し

た
減
損
損
失
の
計
上
が
決
算
前
後
で

話
題
と
な
っ
た
。
メ
ガ
バ
ン
ク
が
店

舗
改
革
に
関
わ
る
費
用
を
先
行
計
上

し
た
た
め
に
注
目
を
浴
び
た
格
好
だ

が
、
地
方
銀
行
の
店
舗
減
損
の
計
上

は
メ
ガ
バ
ン
ク
と
は
性
質
が
異
な
り
、

一
く
く
り
に
論
じ
ら
れ
な
い
。

19
年
３
月
期
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
つ

い
て
は
保
守
的
な
決
算
を
掲
げ
る
銀

行
が
多
く
、
比
較
可
能
な
85
行
中
59

行
が
減
益
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
期
初
計
画
を
上
方

修
正
し
た
銀
行
も
多
い
こ
と
に
加
え
、

低
金
利
環
境
の
継
続
、
市
場
運
用
の

苦
境
を
考
え
れ
ば
順
当
な
内
容
だ
ろ

う
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

貸
出
金
利
回
り
の
低
下
幅
の
縮
小
や

役
務
利
益
の
増
益
と
い
っ
た
良
い
材

料
も
あ
る
。
金
利
環
境
を
は
じ
め
と

し
経
営
環
境
は
明
る
く
は
な
い
が
、

過
度
な
悲
観
も
不
要
だ
ろ
う
。

貸
出
利
息
の
底
打
ち
が 

近
づ
い
た
か

資
金
利
益
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
横
ば

い
と
な
っ
た
。
有
価
証
券
利
息
配
当

金
が
増
え
た
こ
と
も
あ
る
が
、
減
益

幅
は
ご
く
わ
ず
か
に
と
ど
ま
る
。
18

年
３
月
期
決
算
に
お
い
て
は
貸
出
金

利
息
が
反
転
し
た
銀
行
が
増
え
、
19

年
３
月
期
計
画
に
お
い
て
も
増
加
を

見
込
む
銀
行
が
散
見
さ
れ
る
。
広
島

銀
行
で
は
10
年
ぶ
り
、
静
岡
銀
行
で

も
９
年
ぶ
り
に
貸
出
金
利
息
が
反
転

し
た
。
貸
出
金
利
回
り
は
全
体
平
均

で
は
７
ｂ
ｐ
低
下
し
た
が
、
そ
の
低

下
幅
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
比
較
的

利
回
り
低
下
の
小
さ
い
銀
行
で
は
残

高
の
増
加
に
よ
り
、
利
回
り
低
下
要

因
を
補
い
つ
つ
あ
る
。
利
回
り
の
低

下
幅
は
縮
小
し
て
お
り
、
地
銀
業
界

全
体
と
し
て
も
19
年
３
月
期
も
し
く

は
20
年
３
月
期
に
貸
出
金
利
息
の
底

打
ち
を
探
し
に
行
く
展
開
に
な
る
と

思
わ
れ
る
が
、
懸
念
材
料
は
貸
出
金

残
高
増
加
の
息
切
れ
だ
ろ
う
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
以
降
、
長
ら
く
貸
出
金
残

高
の
増
加
が
継
続
し
て
き
た
。
足
も

と
で
も
貸
出
金
残
高
増
加
の
傾
向
に

変
わ
り
は
な
い
が
、
貸
出
金
利
回
り

の
低
下
が
完
全
に
止
ま
っ
て
い
な
い

以
上
、
適
度
な
残
高
の
増
加
が
ま
す

ま
す
重
要
と
な
ろ
う
。

地
方
銀
行
の
２
０
１
７
年
度
決
算
は
コ
ア
業
務
純
益
で
前
期
比
増
益
と
な
り
、
最
終
損
益
で
会
社
想
定

線
の
水
準
を
上
回
っ
た
。
た
だ
し
、
前
年
度
同
様
に
債
券
損
を
計
上
し
た
こ
と
を
主
因
に
実
質
業
務
純

益
で
赤
字
に
な
る
銀
行
も
あ
り
、
収
益
性
の
弱
さ
が
垣
間
見
え
る
決
算
で
あ
っ
た
。
貸
出
金
利
息
だ
け

を
見
れ
ば
前
期
比
で
反
転
す
る
銀
行
も
あ
る
が
、
低
収
益
環
境
に
変
わ
り
は
な
い
。
各
行
は
業
務
改
革

・
収
益
改
革
に
取
り
組
む
が
、
非
連
続
的
な
生
産
性
向
上
の
施
策
実
行
を
期
待
し
た
い
。
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